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の
戦
闘
に
参
加
。
周
辺
の
フ
ェ
ニ
ス

テ
ィ
ー
ル
山
系
、
ハ
ン
サ
地
区
を
含

め
1
万
5
千
人
の
将
兵
が
戦
没
し
た
。

マ
ダ
ン
湾
は
、
天
然
の
良
港
で

湾
内
に
大
小
の
島
が
点
在
し
て
、

「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
松
島
」
と
も
称
さ

れ
て
い
る
。

マ
ダ
ン
は
昭
和
18
年
か
ら
19
年

に
か
け
第
18
軍
司
令
部
が
置
か
れ
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
作
戦
の
前
線
基

地
で
あ
っ
た
。
直
轄
部
隊
に
加
え

第
20
、
41
、
51
師
団
が
こ
の
地
域

マ
ダ
ン
湾
「
パ
プ
ア
の
松
島
」

マダンは、ラバウルと並んで、パプアで最も美しい街と言われる。透明度の高い海と、ヤシの
木が茂る緑の島々に彩られた地域には、多くの戦跡もあり、アムロンヒル、ヤポブ・ビルビル
村など、慰霊巡拝の旅で訪問された方も多い。（南国特有の風情を見せるアレキシスの海浜）

第53回ニューギニア方面戦没者
慰霊大祭の斎行について

来たる7 月25日（日）に開催予定の「第 53回ニュー
ギニア方面慰霊大祭」は、昨年に引き続き会員皆様
の参列を御遠慮いただき、祭祀のみを県護國神社に
おいて執り行うこととなりました。

世界的に感染が蔓延している新型コロナウイルス
による感染症は、感染力が強い変異株へと置き換わ
り、拡大に歯止めがかからない状態が続いています。

長野県内の感染者も 4800 人を超え、死者数も増
加しており、警戒を緩めることができない状況にあ
ります。そのため、夏の慰霊大祭は皆様の安全と健
康を熟慮した結果、このような結論になりました。

南十字星の下に眠る、ご英霊の御霊にお会いする
機会を、待ち望んでいた遺族の皆様には、誠に申し
訳なく忸怩たる思いですが、ご理解をお願いします。

　　　　　　　　　　　 令和 3 年 6 月 10 日
　　　　　　　　　　　　長野県ニューギニア会

新
緑
が
青
空
に
映
え
、
足
早
に

本
格
的
な
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

世
界
中
に
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
蔓
延
が
止
ま
ら
ず
、

期
待
の
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
進
み

以
前
の
よ
う
に
、
普
通
の
生
活
に

戻
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

さ
て
、
先
の
定
期
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
本
田
昌
彦
さ
ん
の
後
任

と
し
て
会
長
職
の
指
名
を
受
け
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
小
池
博
之
と

申
し
ま
す
。

何
分
に
も
浅
学
非
才
、
そ
の
器

で
は
御
座
い
ま
せ
ん
が
、
歴
代
会

長
の
敷
か
れ
た
路
線
を
継
承
し
全

力
を
尽
く
し
て
責
務
を
全
う
す
る

所
存
で
す
。
役
員
の
皆
様
、
そ
れ

に
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
ご

支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
会
は
昭
和
44
年
２
月
、
戦

地
か
ら
帰
還
さ
れ
た
戦
友
会
に
よ

り
創
立
さ
れ
て
以
来
、
皆
様
の
弛

み
な
い
ご
支
援
に
よ
り
活
動
を
続

け
半
世
紀
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
日
本
を
遠

く
離
れ
た
南
半
球
の
地
・
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
島
及
び
そ
の
周
辺
で
、
祖

国
の
安
泰
と
家
族
を
思
い
つ
つ
散

華
さ
れ
た
３
４
７
４
柱
の
英
霊
に
、

慰
霊
の
誠
を
尽
く
す
と
共
に
、
同

地
域
の
国
々
と
の
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
が
使
命
で
す
。

新
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
拡
大
し
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
７
月
の
慰
霊

大
祭
は
昨
年
に
続
き
、
祭
事
を
縮

小
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

現
地
慰
霊
巡
拝
団
の
派
遣
は
、
止

む
無
く
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
ご
挨
拶
方
々
伏

し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

    

感
染
症
拡
大
に
伴
い
催
事
自
粛
へ

感
染
症
拡
大
に
伴
い
催
事
自
粛
へ

	
	

	
	

	
	

　
　
　
　
就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶
　
会
長

　
会
長
　　
小
池
博
之

小
池
博
之
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（セピックの水上家屋）（セピックの水上家屋）
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戦
後
75
年
が
経
過
。
戦
後
、
民
間
団
等
が
海
外
に
建
立
し

た
戦
没
者
の
慰
霊
碑
の
中
に
、
管
理
不
良
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
援
護
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
パ
プ
ア
・

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ロ
シ
ア
な
ど
23
の
国
と
地

域
に
約
６
０
０
基
の
海
外
慰
霊
碑
等
が
存
在
し
、
こ
の
う

ち
、
管
理
状
況
不
良
が
5
割
に
の
ぼ
る
。

今
や
生
還
者
は
１
０
０
歳
を
超
え
、
遺
児
も
80
歳
代
に
入

り
、
慰
霊
で
海
外
を
訪
れ
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
年
月
が
過
ぎ
れ
ば
、
か
つ
て
の
戦
地
に

建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
風
化
の
運
命
に
あ

る
。
ウ
エ
ワ
ク
や
ラ
バ
ウ
ル
な
ど
政
府
が
管
理
す
る
施
設
を

除
き
、
戦
友
・
遺
族
会
や
個
人
が
建
立
し
た
慰
霊
碑
は
朽
ち

果
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
は
こ
れ
ら
の
慰
霊
碑
等
は
、
民
間
の
発
意
で
自
発

的
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も

当
事
者
が
行
う
事
が
基
本
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
建
立
後
、
歳
月
が
経
過
し
、
建
立
者
、
管
理

者
が
不
明
で
あ
る
な
ど
管
理
状
態
が
良
く
な
い
も
の
に
つ

コイキン観音コイキン観音
戦没者慰霊と戦没者慰霊と

恒久平和への願いを込め恒久平和への願いを込め
昭和55年8月　昭和55年8月　

ウエワク地区に建立ウエワク地区に建立

い
て
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
、
状
況
調
査
を
行
い
、

建
立
者
が
維
持
管
理
困
難
の
物
に
つ
い
て
は
、
建

立
者
の
承
諾
を
得
て
、
撤
去
・
埋
没
整
理
を
実
施

し
て
い
る
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
遺
族
会
の
調
査
に

よ
る
と
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
慰

霊
碑
等
は
61
カ
所
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ウ
エ
ワ
ク
市
の
平
和
公
園
に
あ
る
「
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
没
者
の
碑
」
と
、
ア
イ

タ
ペ
市
、
ポ
ポ
ン
デ
ッ
タ
市
の
ブ

ナ
集
落
に
あ
る
「
戦
没
日
本
人
之

碑
」
は
州
政
府
の
管
理
地
に
あ

る
。
次
に
多
い
の
が
集
落
の
部
族

長
管
理
、
後
は
現
地
の
個
人
所
有

地
で
あ
る
。

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
が

関
係
す
る
慰
霊
施
設
は
、
三
カ
所
。

マ
ダ
ン
州
ハ
ン
サ
地
区
・
ア

ワ
ー
ル
集
落
の
「
ハ
ン
サ
地
区
戦

没
者
英
霊
供
養
塔
」
二
基
、
そ
れ

に
「
猛
４
６
３
０
部
隊
慰
霊
卒
塔

婆
」
一
基
。
東
セ
ピ
ッ
ク
州
で
は
、

ソ
ナ
ム
集
落
の
「
ソ
ナ
ム
・
ア
イ

タ
ペ
地
区
戦
没
者
供
養
塔
」
と
卒

塔
婆
多
数
。
更
に
同
州
・
ウ
エ
ワ

ク
市
マ
リ
ッ
ク
集
落
に
あ
る
「
コ

イ
キ
ン
観
音
立
像
」
と
「
慰
霊
塔
」

一
基
。

三
か
所
と
も
敷
地
の
管
理
者

は
、現
地
集
落
の
部
族
長
（
酋
長
）

で
あ
っ
た
が
、
歳
月
が
経
過
し

て
、
世
代
交
代
が
進
む
中
で
、
こ

れ
ま
で
の
草
の
根
レ
ベ
ル
の
交

流
が
先
細
り
状
態
と
な
り
、
現
地

人
の
善
意
だ
け
に
頼
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
。

朽ち果てる戦没者慰霊碑朽ち果てる戦没者慰霊碑
民間建立慰霊碑
PNGに61カ所

ハ
ン
サ
地
区
英
霊
供
養
塔

　
　
　
　
ア
ワ
ー
ル
集
落
内

ソ
ナ
ム
　
地
区
英
霊
の
碑

ア
イ
タ
ペ
　
ソ
ナ
ム
集
落
内

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
の
碑

　
　    

ウ
エ
ワ
ク
平
和
公
園 左右の燈篭は左右の燈篭は

長野県ニューギニア会が献納長野県ニューギニア会が献納

 

コ
イ
キ
ン
観
音
様
・
今
昔

 
 

 

　
　
今
後
の
維
持
管
理
へ
向
け
て

本
会
が
管
理
す
る
ウ
エ
ワ
ク
市

郊
外
の
コ
イ
キ
ン
観
音
立
像
に
関

し
て
、
昨
年
秋
、
現
地
の
土
地
所

有
者
か
ら
「
40
年
分
の
土
地
使
用

料
の
支
払
い
を
求
め
る
」
書
簡
が

大
使
館
を
通
じ
て
届
い
た
。

こ
の
観
音
様
は
マ
ブ
リ
ッ
ク
に

向
か
う
街
道
沿
い
の
コ
イ
キ
ン
・
マ

リ
ッ
ク
の
丘
に
祀
ら
れ
た
青
銅
製
の

観
音
立
像
。
昭
和
55
年
8
月
、
大

久
保
豊
初
代
会
長
が
、
独
自
第
39

大
隊
戦
友
会
と
協
力
し
て
当
時
の

部
族
長
・
パ
カ
ラ
ー
氏
の
了
解
を

得
て
建
立
さ
れ
た
。

書
簡
で
は
、
観
音
像
管
理
と
地

代
と
し
て
「
現
金
で
40
年
分
、
も

し
く
は
資
産
で
の
支
払
い
」
を
要

求
こ
れ
ら
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
は

「
今
後
慰
霊
訪
問
の
拒
否
と
、
入
場
料

を
求
め
る
」
と
し
て
い
る
。

観
音
様
の
維
持
に
関
し
て
は
平
成

18
年
9
月
、
ウ
エ
ワ
ク
に
お
い
て
当
会

と
パ
カ
ラ
ー
氏
の
子
息
と
の
間
で
、
管

理
に
関
す
る
「
覚
え
書
き
」
を
交
わ

し
「
慰
霊
訪
問
の
際
２
０
０
キ
ナ
の
管

理
費
用
を
支
払
う
」
約
束
を
し
て
い
る
。

以
後
、
現
地
慰
霊
巡
拝
時
に
、
敷

地
内
に
居
住
す
る
関
係
者
に
薄
謝
と

手
土
産
を
渡
し
て
き
た
。

会
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し

だ
い
現
地
に
赴
き
、
土
地
所
有
者
と

の
友
好
関
係
を
再
構
築
す
る
と
共
に
、

今
後
の
維
持
管
理
を
含
め
真
摯
に
対

処
す
る
こ
と
と
な
る
。
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セピック川流域の造形美術品がセピック川流域の造形美術品が
展示されたミュウジアム・会場展示されたミュウジアム・会場

「
セ
ピ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
」

セピック川セピック川のの
精霊精霊とと文化文化

パプアの民族造形美術展
早稲田大学・杜の美術館で開催

「
セ
ピ
ッ
ク
川
流
域
の
精
霊

と
文
化
」
と
銘
打
っ
た
パ
プ
ア
の

民
族
美
術
展
が
、
埼
玉
県
本
庄

市
の
早
稲
田
大
学
・
杜
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
か
れ
、
同
館
か
ら

の
招
へ
い
で
編
集
子
が
訪
問
取

材
し
た
。

同
館
は
早
稲
田
大
学
と
本
庄

市
が
共
同
で
運
営
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
同
大
本
庄

キ
ャ
ン
バ
ス
内
に
、
昨
年
暮
れ
に

開
館
し
た
。
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
セ
ピ
ッ
ク
川
流
域
の
部
族

か
ら
収
集
さ
れ
た
神
像
・
祖
霊

像
や
精
霊
の
仮
面
な
ど
を
主
体

に
、
土
器
、
生
活
用
具
な
ど
含

む
約
１
２
０
点
が
展
示
さ
れ
た
。

今
回
展
示
さ
れ
た
パ
プ
ア
の

民
族
造
形
美
術
作
品
は
平
成
22

年
、
鶴
ヶ
島
市
か
ら
同
大
学
に

寄
贈
さ
れ
た
約
１
０
０
０
点
の

内
、
東
セ
ピ
ッ
ク
州
の
資
料
を

中
心
に
展
示
さ
れ
、「
パ
ワ
フ
ル

で
多
様
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
・
ア
ー

ト
を
身
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

特
に
セ
ピ
ッ
ク
川
流
域
は
先

の
大
戦
末
期
、
ア
イ
タ
ペ
会
戦

か
ら
撤
退
す
る
日
本
軍
将
兵
が

約
1
年
間
に
わ
た
り
、
転
戦
し

た
地
域
に
も
入
り
、
当
会
員
が

こ
れ
ま
で
の
慰
霊
巡
拝
で
訪
れ

た
地
名
も
多
く
見
ら
れ
た
。

早
稲
田
大
学
学
術
員
の
高
橋

龍
三
郎
教
授
は
「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
は
部
族
を
基
盤
と
し
た
社
会

が
今
な
お
続
き
、
言
語
や
習
慣

を
異
に
す
る
７
０
０
を
超
え
る

部
族
が
割
拠
し
て
い
る
。
様
々

な
祭
祀
と
儀
礼
、
魔
術
に
彩
ら

れ
た
独
特
な
世
界
は
、
現
代
で

は
す
で
に
失
わ
れ
た
古
代
の
世

界
を
彷
彿
と
さ
せ
る
」
と
し
て

「
今
日
で
も
人
類
学
研
究
の
メ
ッ

カ
と
称
さ
れ
、
多
く
の
国
か
ら

研
究
者
が
参
入
し
世
界
的
に
学

術
の
関
心
を
呼
ん
で
い
る
」
と

解
説
し
た
。

 

（
展
示
は
一
月
末
終
了
）

セ
ピ
ッ
ク
川
は
、
全
長
１
１
０　

０
㌔
に
及
ぶ
同
国
最
大
の
大
河
で

あ
る
。
流
域
に
は
小
さ
な
村
が

点
々
と
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
分
か

れ
る
無
数
の
支
流
周
辺
や
、
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
山
脈
周
辺
、
内
陸
丘

陵
部
に
も
集
落
が
あ
り
、
人
口
は

約
50
万
人
。
人
々
は
様
々
の
も
の

に
精
霊
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
彫
刻
や
絵
画
は
「
セ

ピ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
」
と
称
さ
れ
、

パ
プ
ア
を
代
表
す
る
民
芸
芸
術
と

さ
れ
、
作
品
の
多
く
は
儀
礼
に
関

わ
る
品
で
、
本
来
秘
密
の
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

サイチョウの精霊像と豊穣祈願の像サイチョウの精霊像と豊穣祈願の像
マブリック山地　アベラム族マブリック山地　アベラム族

儀礼用仮面土器儀礼用仮面土器
セピック上流域　ヌクマ族セピック上流域　ヌクマ族

TOPICS
時
の
話
題

PNG
マ
イ
ケ
ル
・
ソ
マ
レ
元
首
相
逝
去

親
日
家
39
歳
で
初
代
首
相
に
就
任

「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
建
国
の
父
」

と
呼
ば
れ
、
通
算
17
年
間
首
相
を

務
め
た
マ
イ
ケ
ル
・
ソ
マ
レ
氏
が

2
月
26
日
逝
去
さ
れ
た
。
84
歳
。

東
セ
ピ
ッ
ク
州
出
身
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
大
学
に
進
ん
だ
後
、
教

員
や
記
者
な
ど
を
経
て
68
年
政
界

に
入
り
。
豪
州
の
信
託
統
治
下

で
自
治
政
府
の
首
席
官
僚
を
務
め
、

独
立
し
た
75
年
に
39
歳
で
初
代
首

相
に
就
任
。
通
算
17
年
間
務
め
、

東
セ
ピ
ッ
ク
州
知
事
も
歴
任
し
た
。

先
の
大
戦
中
、
日
本
軍
の
将
校

か
ら
教
育
を
受
け
た
親
日
家
と
し

て
知
ら
れ
、
平
成
27
年
春
に
旭
日

大
綬
章
を
受
章
し
た
。

柴
田
陸
軍
中
尉
と

　
　
ソ
マ
レ
少
年
の
出
会
い

ソ
マ
レ
氏
に
は
少
年
の
頃
に
ウ

エ
ワ
ク
近
郊
に
駐
屯
し
た
日
本
軍

将
校
と
の
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。

昭
和
19
年
、
セ
ピ
ッ
ク
河
口
に

近
い
村
落
に
駐
屯
し
た
船
舶
工

兵
第
９
連
隊
の
柴
田
幸
雄
中
尉

は
、（
当
時
23
歳
、
千
葉
県
出
身
）

酋
長
の
賛
同
を
得
て
、
現
地
の
子

供
た
ち
に
算
数
や
初
歩
の
日
本
語
、

英
語
の
教
育
を
行
い
つ
つ
、
植
民

地
か
ら
の
独
立
な
ど
を
説
き
ま
し

た
が
、
そ
の
教
え
子
の
中
に
当
時

８
歳
の
ソ
マ
レ
少
年
が
い
ま
し
た
。

柴
田
中
尉
の
教
え
に
感
謝
の
念

を
持
っ
て
い
た
ソ
マ
レ
首
相
は
、

昭
和
59
年
に
国
賓
と
し
て
来
日
し

た
際
、
恩
師
の
柴
田
さ
ん
と
念
願

の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
27
年
５
月
、
日
本
と
パ

プ
ア
の
外
交
樹
立
40
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
、
外
国
人
叙
勲
親
授

式
に
ご
夫
妻
で
来
日
し
て
い
ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

 

（
竹
村　

淳
）

叙勲親授式来日時の
マイケル・ソマレさん
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★
日
々
刻
々
と
コ
ロ
ナ
情
報
が
報

道
さ
れ
本
欄
も
苦
戦
。
役
員
の
集

合
も
思
う
に
任
せ
ま
せ
ん
★
過
日

の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
行
な
わ

れ
新
会
長
に
小
池
博
之
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
前
任
の
本
田
昌

彦
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
★
現
地

巡
拝
で
は
必
ず
訪
問
し
て
慰
霊
の

行
事
を
行
な
っ
て
き
た
コ
イ
キ
ン

観
音
さ
ま
の
維
持
に
関
し
て
土
地

の
所
有
者
か
ら
数
々
の
問
題
提
起
、

過
去
の
友
好
的
な
交
歓
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
が
…
。
ハ
ン
サ
、
ソ
ナ

ム
な
ど
あ
ち
こ
ち
の
慰
霊
碑
前
で

の
法
要
と
現
地
の
人
々
と
の
交
流

も
「
昔
は
好
か
っ
た
」
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
★
初
代
の
Ｐ
Ｎ
Ｇ
首
相
を

務
め
ら
れ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ソ
マ
レ

氏
の
訃
報
が
2
月
に
あ
り
ま
し
た
。

少
年
の
頃
に
日
本
軍
の
将
校
と
の

出
会
い
が
大
き
な
機
会
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
★
世
界

一
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
か

ら
の
感
染
予
防
策
よ
り
も
第
４
波

の
ウ
イ
ル
ス
は
変
幻
自
在
の
強

さ
、
毎
日
の
テ
レ
ビ
で
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
批
判
と
行
政
側
の
弁

解
を
聞
い
て
い
て
も
繰
り
返
し
ば

か
り
。
こ
の
会
報
が
お
手
元
に
届

く
と
き
に
は
少
し
で
も
明
る
い
良

い
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
し
て
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。（
Ｔ
）

第第
5353
回（
令
和
３
年
度
）

回（
令
和
３
年
度
）

��

通
常
総
会
の
報
告

通
常
総
会
の
報
告

第
53
回
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

会
通
常
総
会
は
、
2
月
11
日
松
本

市
の
長
野
県
護
國
神
社
・
美
須
々

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
13

時
に
開
会
、
南
十
字
星
の
下
に
眠

る
ご
英
霊
と
、
昨
年
度
の
会
員
の

物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。

本
田
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
昨
年
2
月
の
総
会
は
無
事
開
催

で
き
ま
し
た
が
、
7
月
の
慰
霊
大

祭
は
役
員
の
み
参
加
で
式
典
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
地

慰
霊
巡
拝
団
の
派
遣
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
、
3
期
・
6
年
間
に
わ

た
り
大
過
な
く
当
会
を
運
営
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
安
川
幹
事
長

を
選
出
し
議
事
が
進
行
、
第
1
・

2
号
議
案
、
令
和
2
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
が
上
程
さ
れ
審
議

の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
役
員
改
選
に
移
り
、

本
田
会
長
か
ら
新
役
員
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
、
小
池
博
之
新
会
長

以
下
代
表
幹
事
ま
で
15
名
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員
就

任
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
小
池
会
長

は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
伝
統
あ
る
会
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
微
力
な
が
ら
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息

が
見
え
な
い
中
で
、
現
地
慰
霊
巡

拝
団
の
派
遣
事
業
は
極
め
て
難
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
の

慰
霊
大
祭
、
会
報
『
椰
子
の
樹
』

の
発
行
な
ど
の
事
業
は
続
け
て
い

き
た
い
」
と
提
案
が
あ
り
、
令
和

3
年
度
の
事
業
・
予
算
案
と
も
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

【
可
決
し
た
主
な
議
案
内
容
】

一
．
令
和
2
年
度
収
支
決
算
報
告

　

収
入
総
額 
２
，
４
４
３
，
０
３
３
円

　

支
出
総
額 
８
０
９
，
４
８
３
円

　
（
差　

額
） 

１
，
６
３
３
，
５
５
０
円

 

（
翌
年
度
繰
越
金
）

二
．
令
和
3
年
度
事
業
計
画

・
第
53
回
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
慰
霊
大
祭
の
開
催

　

7
月
25
日（
日
）長
野
県
護
國
神
社

・
第
41
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

　

面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

・
第
4
回
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

　

面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
、

　

 

中
止
し
ま
す
）

・
会
報「
椰
子
の
樹
」年
2
発
行（
1・6
月
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
第
54
回
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　

会
通
常
総
会
の
開
催

 

（
令
和
4
年
2
月
11
日（
金
））

三
．
令
和
3
年
度
予
算

　
収
入
総
額 

２
，
５
５
３
，
５
６
０
円

　

支
出
総
額 

１
，
８
６
９
，
０
０
０
円

　

主
な
支
出　

単
位
（
千
円
）

　
　

慰
霊
大
祭
費　
　

４
１
０

　
　

慰
霊
巡
拝
費　
　

４
５
０

　
　

総　

会　

費　
　

１
３
０

　
　

広　

報　

費　
　

３
９
４

　
　

事　

務　

費　
　
　

８
５

　
　

次
年
度
繰
越　
　

６
８
４

四
．
新
役
員
は
次
の
皆
さ
ん

　
　

会
長　
　
　

小
池　

博
之

　
　

副
会
長　
　

長
田　

健
治

　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
兼
務
）

　
　

同　
　
　
　

成
澤　

勝
人

　
　

同　
　
　
　

大
久
保
寛
憲

　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
兼
務
）

　
　

同　
　
　
　

安
川　

叡
春

　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
長
兼
務
）

　
　

同　
　
　
　

宮
島
い
く
子

　
　

監
事　
　
　

米
沢　

生
久

　
　

同　
　
　
　

水
澤　

博
人

　
　

副
幹
事
長　

荒
井　
　

綏

　
　

同　
　
　
　

宮
嶋　

叙
子

　
　

北
信
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　

竹
村　
　

淳

　

東
信
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　

大
角　

貞
夫

　

中
信
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　

林　
　

尚
武

　

南
信
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　

山
崎
富
士
男

　

南
信
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　

三
沢　

卓
夫

昨
年
度
新
た
に
入
会
さ
れ
た
会

員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

松
井　

妙
子 

様
（
大
阪
府
交
野
市
）　

▼
事
務
局
か
ら
▲

新
生
「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」

平
成
26
年
改
修
工
事
完
成

戊
辰
戦
争
以
来
の
、
長
野
県
出

身
の
ご
英
霊
を
奉
祀
し
た
長
野
県

護
國
神
社
の
真
新
し
い
大
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
、
参
道
脇
に
ひ
と
き
わ

大
き
な
石
碑
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。

信
州
各
地
の
自
然
石
を
積
み
上

げ
た
碑
面
に
は
、「
南
十
字
星
の

下
に
散
華
せ
る
『
嗚
呼
戦
友
』
杉

山
茂
謹
書
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

終
戦
時
、
杉
山
茂
大
佐
は
第
18
軍

の
参
謀
、
昭
和
32
年
第
３
代
陸
上

幕
僚
長
に
就
任
、
同
35
年
退
官
し

て
い
る
。

碑
文
に
は
「
‥
友
の
歩
ん
だ
途

は
惨
烈
悲
壮
筆
舌
に
尽
く
し
難
し

／
嗚
呼　

友
の
霊
何
処
に
ぞ
／
戦

終
り
時
移
り
て
此
処
に
三
十
年
今

ぞ
群
霊
懐
か
し
の
故
郷
信
州
に
帰

り
て
こ
の
地
に
鎮
ま
り
新
し
き
日

本
の
礎
と
な
る
」
と
記
さ
れ
、
昭

和
49
年
7
月
に
建
立
さ
れ
た
。
平

成
26
年
安
全
面
や
景
観
に
配
慮
し

て
改
修
工
事
が
完
成
し
た
。

「嗚呼戦友」の碑「嗚呼戦友」の碑


